
2021年 (令和 3年 )7月 16日 (金曜 日) 北 海 貨 新 聞

支笏湖利用
漁協が巡

【
支
笏
湖
畔
】
支
笏
湖
漁
協
は
本
年
度
、
環
境
省
の
委
託

を
受
け
、
支
笏
湖
の
利
用
状
況
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

月
に

２
回
程
度
、
船
で
湖
を
回
り
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の
隻
数
を
確
認

・
し
た
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
以
外
の
地
区
で
の
テ
ン
ト
設
営
や
火

一
の
使
用
な
ど
を
調
べ
た
り
し
て
い
る
。
環
境
省
は
、
調
査
結

果
を
基
に
、
湖
の
新
た
な
利
用
ル
ー
ル
策
定
に
つ
な
げ
た
い

考
え
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
宏
光
）

カ
ヌ
ー
隻
数
や
テ
ン
ト
設
置
数

の
上
に
立

っ
て
パ
ド
ル
を
こ
ぐ

「
ス
タ
ン
ド

・
ア
ッ
プ

・
パ
ド

ル
ボ
ー
ド
」

（Ｓ
Ｕ
Ｐ
）
な
ど

の
隻
数
や
、
釣
り
人
の
人
数
、

テ
ン
ト
な
ど
の
設
置
数
と
場
所

を
調
べ
る
。

６
月
下
旬
の
調
査
で
は
、
漁

協
関
係
者
２
人
が
午
後
１
時
半

か
ら
１
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
船

で
巡
回
。
じ
か
火
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
し
よ
う
と
し
た
り
、
キ

ャ
ン
プ
場
以
外
の
場
所
で
テ
ン

ト
を
張
ろ
う
と
し
た
り
す
る
人

を
見
つ
け
て
は
、
近
寄

っ
て
「
こ

こ
で
は
な
く
キ
ャ
ン
プ
場
で
や

っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
な

ど
と
声
を
掛
け
て
い
た
。

調
査
を
行
っ
た
同
漁
協
職
員

船
上
か
ら
湖
の
利
用
状
況
を
調
査

す
る
支
笏
湖
漁
協
関
係
者
＝
６
月

２６
日

環
境
省
に
よ
る
と
、
支
笏
湖

は
近
年
、
ア
ウ
ト
ド
ア
熱
の
高

ま
り
か
ら
利
用
者
が
増
加
。
ご

み
の
放
置
や
キ
ャ
ン
プ
場
以
外

の
禁
止
さ
れ
て
い
る

エ
リ
ア
で

花
火
や
じ
か
火
を
使

っ
た
形
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
、

一
般
社
団
法
人
国
立
公
園
支
笏

湖
運
営
協
議
会
が
、
支
笏
湖
温

泉
街
周
辺
で
の
テ
ン
ト
設
置
自

粛
や
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
呼
び

掛
け
る

「
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
」

を
設
定
し
た
が
、
湖
全
体
対
象

の
ル
ー
ル
は
な
か

っ
た
。

調
査
は
、
ヒ
メ
マ
ス

（チ

ッ

プ
）
漁
の
監
視
な
ど
で
湖
を
巡

回
す
る
機
会
の
多
い
支
笏
湖
漁

協
に
委
託
し
、
５
月
末
か
ら
１０

月
ま
で
、
利
用
者
の
多
い
土
日

に
実
施
。
カ
ヌ
ー
や
、
ボ
ー
ド

調査

‐

の
山
田
貴
志
さ
ん
（
４６
）
は

「支

笏
湖
の
利
用
者
が
安
全
に
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
た
い
」
。
環
境
省
支
笏
洞

爺
国
立
公
園
管
理
事
務
所
の
山

崎
大
輔
国
立
公
園
管
理
官
は

「ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
公
園

利
用
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
利

用
者
の
満
足
感
と
適
正
な
利
用

の
両
立
に
向
け
て
状
況
把
握
と

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
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'こへ
環
境
省
委
託


